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：では， 奈良県御所市の米Ill (, ;· /. J,j：むのごH-立により， L（；が所此するj立物をs制作する

機会を得た。 調子tしたのは， Tl'i J付Ill I二とfムーえる鋭， 筒形釧加と｝：）（羽h’仏である。

Jflは全体的に車内化が苦しく，$1!イLの問縁lよ若1二｝Pi滅している。 また， Ji-JI＞（文様のー絡が欠損

し， そこから釦肢にそってひびが人り変形している。 耐作15.lcmをillリる1 I 1同製の六倣鋭（後i却

で， 円$11座と内｜天主文棋のi::iには， 「石氏 ／Ji克点大T：口口口口口知在γ －」と15’ ドからなる右

回りの銘文があり，Jifi例から欠けているfffl分を4·1c，.とすれば， r;r;1C;f'F鋭ょ工大巧」てイff1l1人不知l老

T」と復原できる。 内区主文時は六（川の川I'!イ乳の／：＼Jに制紛で表現した右向きの ，山， 龍， IN.など

を配している。 その外には師。f文，：g：がめぐり， 一段 ，：·：jくなった外｜豆の外向制倣文イ，：：， mtソj文，：，：：

となる。11ゴ，メ：主文般の.（�から｜術的文’：i：：にかけては， 地がつぶれ気味になっている。

筒形銅:r.tは， 上端が一部欠けてはt、るが泣｛（－状態は良好で・， 先形に近L、。H:さ14.2cm, U'E 

部向3.0cm, 上端作2.3cmをiJ!IJる。！底的iは， やや1j1尚に t；.っており，114)j向に片方形の透し

が上下二段に入る。 上端から2 cmのとよろにfll
k
.tする2例のH釘イしがある。 長さ7 .6cm, J五

径0. 6cm， 短径0. Scmの刀剣製の体を作なう。

灰病IJ�rr::,:t.， 日さ4. Ocm, 口伝l.9cm， 氏作2. ?cm, /ll•1ifH11l大作4. 5c1羽生iJ!IJる合1・lの小伝で，

口縁から肩にかけて以漁Iiがかかっている。

,'i'制製品については，j立物処

1:m研究室において， 蛍光Xk五l分

析をf Jなった。 そのk:ii民， いず

れも主成分 として， Cu, Sn, 

Pb が｜尖II\さJ Lた。 また，Snと

PbのCuに対する比から求めた

問先，｝分析によれば， 今l叶のぷ料

では， S克にSnが以も多く， 筒

形銅山もやや多い， しかし， w

制の僻の場介はこれらの製1'u'，よ

りSnが少ないというがi民が仰

られた。 なお，l11IM分析の制民，

鏡は従米から指摘されている•I•

国鏡に多くよよられるパタ ー ンを

示す、こともゆlらかになった。

（小此ll店ー）
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